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●マガモ（Anas platyrhynchos） 
【特徴】嘴は黄色。足は濃いオレンジ色。頭は暗緑

色。頸に細い白の輪。胸は茶色。 

【分布】冬鳥として全国に渡来する。北海道などでは

少数が繁殖。  

●オナガガモ（Anas acuta） 
【特徴】嘴は黒く。両側は青灰色。頭部から後頸にか

けてチョコレート色。頸と胸は白い。尾羽は黒色で細

長い。 

【分布】全国的に冬鳥として飛来。 
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●トモエガモ（Anas formosa） 
【特徴】顔の模様が特徴的で、黄白色、緑、黒の三色

の巴形をしている。胸は赤紫褐色で脇は青灰色。 

【分布】冬鳥として本州以南の日本海側に多く渡来す

る。 

●ホシハジロ（Aythya ferina） 
【特徴】嘴は黒く、中ほどは鉛色。足は鉛色。頭から

頸は赤茶色。上・下面とも灰色で、細かい黒い波状の

斑がある。胸と尻は黒。 

【分布】主に冬鳥。全国に飛来。 
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●スズガモ（Aythya marila） 
【特徴】オス成鳥の頭部は緑や紫の光沢色。胸と上・

下尾筒は黒い。背は白いが細かく黒い波状斑がある。

脇と腹は白色。 

【分布】全国的に冬鳥として飛来。 

●オジロワシ（Haliaeetus albicilla） 
【特徴】全体的に褐色味を帯び、体の下方になるほど

体色が濃い。尾は短く白色。嘴と足は淡黄色｡ 

【分布】日本では北海道の北・東部で少数が繁殖するが、

多くは冬鳥として北日本に飛来。 
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●オオワシ（Haliaeetus pelagicus） 
【特徴】体は全体的に黒褐色だが、額、翼前縁、腰、

尾、上・下尾筒が白色。嘴は大きく橙黄色。 

【分布】日本へは冬鳥として主に北日本に渡来する。 

●クマタカ（Nisaetus nipalensis） 
【特徴】後頭に冠羽がある。胸は白く、黒褐色の縦斑

がある。飛翔時に翼の幅が広く見える。 

【分布】九州以北で留鳥。 
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●フクロウ（Strix uralensis） 

【特徴】頭部から背は灰褐色で褐色の縦斑が密にあ

る。胸から体下面は淡灰褐色で褐色の縦斑がある。顔

にはハート型の縁取りがある。羽角はない｡【分布】留

鳥として九州以北に分布。 

 

 


